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今年度は全て中止する
今後の諸活動の在り方について

６
月
９
日
（
火
）
第
３
回
幹
事
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
を
防
止
す
る
た
め
消

毒
・
マ
ス
ク
は
も
ち
ろ
ん
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
る
た
め
何
時
も
の
連

合
会
議
室
か
ら
広
い
労
働
福
祉
事
業
会
館
の
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
種
施

策
を
中
止
・
延
期
し
久
し
ぶ
り
に
各
幹
事
の
皆
様
が
一
堂
に
結
集
し
て
、
冒
頭
山

田
会
長
か
ら
「
高
齢
者
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
れ
ば
重
症
化
す
る
、
健
康
を
守
る
た

め
今
後
の
各
種
取
り
組
み
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
を
出
し
合
い
決
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
連
合
岡
山
難
波
事
務
局
長
か
ら
「
衆
議
院
議
員
選
挙

岡
山
県
第
３
区
で
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
森
本
栄
（
自
治
労
岡
山
県
本
部
組
織

内
）
氏
を
連
合
岡
山
が
推
薦
し
た
こ
と
に
つ
い
て
」
経
過
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

松
本
事
務
局
長
が
経
過
報
告
と
今
後
の
諸
活
動
の
在
り
方
及
び
現
副
会
長
の
森
本

栄
氏
の
推
薦
に
つ
い
て
提
案
し
協
議
の
結
果
提
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

岡
山
退
連
第
３
回
幹
事
会
を
開
催

幹事会の結論（岡山退連発第３２号）

１ 今後の退職者連合諸活動等について
（１） 新型コロナウイルスが終息していな

い中での考え方

① 会員の安全・健康が第一

② 新しい生活様式

〇 身体的距離の確保・人との間隔は

できるだけ２ｍ（１ｍ）

〇 ソーシャルディスタンス（社会的

距離の確保、人的接触距離の確保）

を守る。

〇 三蜜の回避（密集・密接・密閉）

③ 秋か冬第２派、３派が懸念される

④ 退職者連合の行事開催の目的は、会

員の親睦交流、健康増進

（２） 退職者連合の諸活動

新しい生活様式では親睦交流が十分

図れないこと、開催して万が一にも感

染が発生することがあってはならない

ことなどから、今年度は全て中止とし

ました

① 史跡巡り ② 山登り

③ 女性集会 ④ 高齢者集会

⑤ グラウンド・ゴルフ大会

（３） 第２９回定期総会＆交流会

現時点での考え方は次の通りです。

① 第２９回定期総会（予定１２月３日）

代議員定数を半数にして開催予定

② 交流会は今年度は中止します。

（４） 東部・西部・北部各地域退職者連合

も、各種行事について県退職者連合と

同様の考え方で開催の可否について判

断することを確認しました。

結果、各地域とも中止を決めました。
全員マスク着用・幹事間の間隔を確保しての開催
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森
本

栄推
薦
を
決
め
る

衆
議
院
議
員
選
挙

立
憲
民
主
党

岡
山
県
第
３
区
予
定
候
補
者

岡
山
退
連
第
３
回
幹
事
会
（
６
・
９
）

５
月
、
自
治
労
岡
山
県
本
部
か
ら

次
期
第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙
岡
山

県
第
３
区
に
組
織
内
候
補
と
し
て

「
森
本
栄
」
の
必
勝
を
期
し
て
戦
う

こ
と
を
決
め
た
の
で
推
薦
を
お
願
い

す
る
と
の
依
頼
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

幹
事
会
で
推
薦
を
決
め
た
の
で
、

即
日
自
治
労
安
原
委
員
長
に
山
田
会

長
か
ら
決
定
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

推
薦
決
定
書
を
手
交

連
合
岡
山
が
５
月
12
日
開
催
し
た

執
行
委
員
会
で
森
本
栄
予
定
候
補
者

の
推
薦
を
決
め
た
こ
と
を
幹
事
会
の

席
で
難
波
事
務
局
長
か
ら
報
告
を
受

け
協
議
し
た
結
果
、
満
場
一
致
で
推

薦
を
決
め
ま
し
た
。
岡
山
退
連
の
組

織
を
挙
げ
て
全
力
で
戦
い
当
選
を
勝

ち
取
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

８
２
０
万
筆
の
署
名

核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
の
最
終
集
約
結
果

連合中執

山田会長から安原委員長に、

推薦決定書を手渡す

目
標
で
あ
る
１
０
０

０
万
筆
に
到
達
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
今
後

さ
ら
に
検
証
等
必
要
で
あ
る
が
、
取

り
組
み
期
間
が
短
期
間
に
集
中
し
た

こ
と
や
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
生
じ
た
中
で
、

前
回
を
約
１
０
５
万
筆
上
回
り
８
２

０
万
筆
を
超
え
る
署
名
が
集
約
で
き

た
こ
と
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
対
す
る

各
個
人
の
強
い
思
い
の
証
で
あ
り
、

昨
今
の
核
兵
器
を
め
ぐ
る
情
勢
の
不

透
明
さ
に
対
す
る
危
機
感
の
表
れ
で

あ
る
。
ま
た
、
職
場
・
地
域
で
の
街

頭
行
動
や
集
会
・
会
議
等
、
各
関
係

団
体
や
各
個
人
の
つ
な
が
り
・
声
掛

け
な
ど
に
よ
る
地
道
な
署
名
要
請
行

動
が
、
最
終
集
約
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
次
回
に
向
け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
細
密
化
や
周
知
告
知
方
法
の
検

討
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
国
内
外

の
世
論
を
よ
り
高
め
る
取
り
組
み
手

法
な
ど
を
前
広
に
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

（
連
合
第
９
回
中
央
執
行
委
員
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
りN

P
T

再
検
討
会
議
の
開
催
が
延
期

さ
れ
署
名
の
国
連
及
び
日
本
国
政
府

へ
の
提
出
は
延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。

最終集約結果（２０２０年５月３１日現在）

団体名 ２０２０年 ２０１５年

構成組織 6,955,659筆5,753,798筆

地方連合会 823,844筆 887,568筆

連合本部・NGO等 24,608筆 12,551筆

退職者連合 429,466筆 526,328筆

ITUC 2,284筆 643筆

総合計 8,235,861筆7,180,888筆

連
合
は
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
し
、
「
２
０
２
０
年
核
兵

器
不
拡
散
条
約
（N

P
T

）
再
検
討
会
議
」
に
向
け
て
、
原
水
禁
、k

A
K
K
I
N

と
と

も
に
取
り
組
ん
だ
「
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
」
に
つ
い
て
、
組
合
員
一

人
二
筆
（
退
職
者
連
合
も
一
人
二
筆
）
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
終
結
果
は
、
下
表
の
と
お
り
、
署
名
総
数
８
、
２
３
５
、
８
６
１
筆
と
な

り
前
回
（
２
０
１
５
年
）
と
比
べ
約
１
０
５
万
筆
増
加
し
た
も
の
の
、
目
標
で

あ
る
１
０
０
０
万
筆
に
対
し
て
は
達
成
率
８
２
％
で
し
た
。

結

論
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新型コロナウイルスと向き合いながら自分の体と心を守るために、高齢者向けにわか
りやすくまとめたポスターです。へき地医療を支援する地域医療振興協会（本部・東京
）が作成されたものです、参考にしてフレイルにならないようにしましょう。
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提
言
内
容
を
ま
と
め
る
第
三
回
幹
事
会

２
０
２
０
年
度
連
合
岡
山
「
政
策
・
制
度
要
求
」
に

連
合
岡
山
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
岡
山
県
に
対
す
る
「
制
度
・
政
策
要
求
」

に
つ
い
て
、
要
望
事
項
の
調
査
・
集
約
が
６
月
下
旬
に
迫
り
、
第
３
回
幹
事
会

に
お
い
て
要
望
案
６
項
目
に
つ
い
て
検
討
の
末
提
言
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

連
合
岡
山
の
政
策
専
門
委
員
会
で
討
議
し
提
言
の
可
否
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

防
災
・
災
害
に
関
す
る
政
策

新型コロナウイルスは、ワクチンが実用化されない限り完全に終息した

とは言えません。その間災害が発生した場合に今までの避難所運営では３

蜜状態となり、感染拡大を招く恐れが有ります。また、地域住民の方は、

避難所に行った場合、感染のリスクがあるとの思いから、避難を躊躇して

災害に巻き込まれる恐れが有ります。非難の在り方について、従来の発想

にとらわれることなく、災害と感染を両方とも防ぐ方法を検討し、県民に

周知徹底を図ってください。

福
祉
・
社
会
保
障
政
策

少子高齢化と介護士の低賃金により、慢性的に介護士不足が発生してい

ます。介護保険は払っているが、特別養護老人施設等に入所できないこと

になります。これからは、介護人材は外国に求めなければならないと考え

ますが、施設側での取り組みには限界があります。岡山県として、積極的

にかかわっていくべきだと考えます。

福
祉
・
社
会
保
障
政
策

日本の子供貧困率は１４％、７人に1人が貧困状態といわれ、年々増加傾

向にあります。かたや、日本でまだ食べられるのに捨てられている「食品

ロス」は年間６４２万トンです。その量は約１３００万人の全ての東京都

民が1年間に食べる量に匹敵します。家庭での「食品ロス」を減らすことは

もちろんですが、企業から出る「食品ロス」については、フードバンクと

して食品を再び世の中の役に立つように県として運動を展開すべきです。

福
祉
・
社
会
保
障
政
策

「８０５０問題」を抱える家庭では、引きこもりや親の介護、病気など

を背景に、子が社会参加できないことが多い。親が「恥」と受け止めてし

まい助けを求めないこともあります。困窮や孤立が深まれば共倒れになり

かねません。十分な貯蓄が無いと生活費を親に頼り続けることになります。

課題は、家庭ごとに違うため、オーダーメイド型の支援が不可欠です。困っ

ている家庭を探し出し、どのような支援が求められているか、岡山県はど

のような対策を考えているのかを明らかにしてください。

福
祉
・
社
会
保
障
政
策

認知症の人が他害した場合、家族が高額の賠償金を請求される事例が発

生しています。２０２５年には認知症の人が７００万人前後となり、高齢

者の５人に１人が認知症となる可能性がある今日、認知症になってもいつ

までも安心して暮らせる街にするため県が公的支援の仕組みを創設しても

らいたい。

環
境
政
策

7月1日からレジ袋の有料化が義務化されることとなりました。ただ、レ

ジ袋の料金設定は、それぞれの事業者にまかせるということのようです。

大手のドラッグストアでは、レジ袋１枚１円というところもあります。こ

れではレジ袋がなくなりそうもありません。岡山県が全国に先駆けて、す

べての事業者等から「レジ袋提供禁止」を実施した先進県になることを希

望します。

岡山退連が決めた政策・制度要求の項目

新型コロナウイルスと災害対策

介護士人材の確保

食品ロスの削減

「８０５０」問題

認知症による事故の賠償を県が一律保障を

プラスチック製レジ袋の提供禁止

▼
組
織
の
副
会

長
「
森
本
栄
」
氏

の
必
勝
は
、
私
た
ち
の
最
重
要
課
題
。

民
主
主
義
の
崩
壊
を
進
め
る
安
倍
政

権
、
組
織
の
力
を
発
揮
し
て
何
と
し

て
も
政
治
の
流
れ
を
変
え
よ
う
▼
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
東

京
を
中
心
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
高

齢
者
が
感
染
す
る
と
重
症
化
に
、
自

粛
が
続
く
と
フ
レ
イ
ル
（
心
身
の
活

力
が
低
下
し
た
「
虚
弱
」
な
状
態
）

に
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
心
と
体
力

つ
く
り
に
努
め
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う
▼
日
本
退
職
者
連
合
も
第
24
回
定

期
総
会
を
「
書
面
議
決
」
に
変
更
し

た
。
▼
災
害
に
も
気
を
付
け
よ
う
。

編
集
後
記


